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令和7年8月6日からの低気圧と前線による大雨
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被害状況

国内における自然災害等による被害に対する支援事業に関するガイドラインにおける支援対象
①激甚災害（本激）に指定された（または指定されることが想定される）災害 ②当該地域のサッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される災害

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

災害の概要・被害状況（8月21日13:00時点）
2025年8月6日から12日にかけて、低気圧と前線による大雨により、記録的な大雨となった。
・石川県：7日明け方線状降水帯発生、24時間降水量が300ミリ超え
・鹿児島県：8日未明から明け方に線状降水帯が繰り返し発生、24時間降水量が500ミリ超え
（8日明け方に、霧島市に大雨特別警報発表）
・九州北部：9日夜～11日に線状降水帯が繰り返し発生、24時間降水量が400ミリ超え
（11日に熊本県の5市2町（玉名市、長洲町、八代市、宇城市、氷川町、上天草市、天草市）に大雨
特別警報が順次発表）

人的・住家被害・死者 8人（富山県1人、福岡県2人、熊本県4人、鹿児島県1人）
・安否不明者 1人（熊本県）
・住家被害 7,750棟（ただし、熊本県などで調査中多数）
・避難者数 3市9世帯27人（熊本県のみの数字）
・孤立集落 一時発生後、現在は解消（熊本県美里町、八代市、御船町、甲佐町など）

ライフライン
・上水道 一時、鹿児島県で断水多数、現在はほぼ解消
・下水道 応急復旧済で使用可

スポーツ施設関連
熊本甲佐総合運動公園（天然芝サッカーコートの土砂堆積） ほか

学校・児童福祉施設関連
児童福祉施設8市町30施設で被害（床上浸水など熊本県のみの数字）
国公立学校139校ほかで土砂流入、法面崩壊、床上浸水等の被害

※激甚災害指定見込み（内閣府）
https://www.bousai.go.jp/pdf/250818_siryo.pdf

サッカー関係の被害状況（8月15日時点）

人的被害
石川県、富山県、山口県、九州各県の役員等への人的被害の報告無し

物的被害（このほかに調査中の施設多数）
・熊本甲佐総合運動公園（緑川リバーサイドパーク）＜熊本県甲佐町＞
天然芝1面（2019年AFC支援金30万ドルによりJFAが整備し町へ寄贈）
人工芝1面（2023年国土交通省の「かわまちづくり支援制度」で整備後、同年に浸水被害があり昨年復旧）
いずれも氾濫により大量の土砂が堆積し、当面利用休止となっている。
【当面の間利用停止】熊本甲佐総合運動公園「緑川リバーサイドパーク」 ご利用案内｜甲佐町
https://www.town.kosa.lg.jp/q/aview/1/5472.html
・上天草市松島総合運動公園陸上競技場＜熊本県上天草市＞
人工芝1面ほか 移設復旧作業のため当面利用休止
【重要なお知らせ】大雨被害に伴う松島総合運動公園の施設利用休止について｜上天草市
・姶良市総合運動公園（ビーラインフットボールセンター姶良）＜鹿児島県姶良市＞
人工芝1面 断水のため利用休止後再開、落雷のため夜間照明故障のため夜間利用休止中
姶良市総合運動公園営業再開について | ビーラインスポーツパーク姶良（姶良市総合運動公園）

現時点の支援の必要性
被害状況の全体像がまだ把握できない状況であるが、すでに広範囲に甚大な被害が報告されている。
特に熊本県協会においては、熊本県甲佐町等において多くのグラウンドが被災し活動場所が失われるなど、
サッカーファミリーに甚大な影響があり、特に被災地の子どもの活動場所の確保についての支援が必要な状況

今回の災害を、国内における自然災害等による被害に対する支援事業に関するガイドラインに
おける支援対象と位置づけ、被災地への支援を開始した。

https://www.bousai.go.jp/pdf/250818_siryo.pdf
https://www.town.kosa.lg.jp/q/aview/1/5472.html
https://www.town.kosa.lg.jp/q/aview/1/5472.html
https://www.town.kosa.lg.jp/q/aview/1/5472.html
https://www.town.kosa.lg.jp/q/aview/1/5472.html
https://www.town.kosa.lg.jp/q/aview/1/5472.html
https://www.town.kosa.lg.jp/q/aview/1/5472.html
https://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/q/aview/99/21568.html
https://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/q/aview/99/21568.html
https://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/q/aview/99/21568.html
https://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/q/aview/99/21568.html
https://ppp.seika-spc.co.jp/aira-undo/post-1395/
https://ppp.seika-spc.co.jp/aira-undo/post-1395/
https://ppp.seika-spc.co.jp/aira-undo/post-1395/
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災害救助法適用自治体・ボランティア活動状況

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

都道府県 適用自治体
石川県 金沢市
山口県 宇部市
熊本県 熊本市（救助実施市）、八代市、玉名市、上天草市、宇城市 、天草市、

下益城郡美里町、玉名郡玉東町、玉名郡長洲町、上益城郡甲佐町、八代郡氷川町
鹿児島県 薩摩川内市、曽於市、霧島市、姶良市

都道府県 開設場所
富山県 高岡市
石川県 金沢市
福岡県 福津市
熊本県 熊本市、八代市、玉名市、上天草市、宇城市、天草市、美里町、玉東町、甲佐町、氷川町
鹿児島県 霧島市、姶良市

災害ボランティアセンター開設状況（5県16市）

災害救助法適用自治体

熊本甲佐総合運動公園
（緑川リバーサイドパーク）上天草市松島総合運動公園

陸上競技場

姶良市総合運動公園人工芝グラウンド
（ビーラインフットボールセンター姶良）

熊本県社会福祉協議会（各市町の災害ボランティア情報）
熊本県災害ボランティア情報

熊本県における都道府県域災害中間支援組織
くまもと災害ボランティア団体ネットワーク「火の国会議」
KVOAD【特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア団体ネットワーク】
※情報収集・共有会議へ参加し、支援団体と連携国土地理院

https://www.fukushi-kumamoto.or.jp/kvc/
https://www.kvoad.com/
https://www.kvoad.com/
https://www.kvoad.com/
https://www.kvoad.com/
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国内における自然災害等による被害に対する支援事業に関するガイドライン＜別記1＞

区分 実施内容

阪神淡路
大震災

新潟県
中越地震

東日本
大震災

台風11号・
台風12号等 台風18号等 熊本地震 台風７号等 西日本豪雨 台風21号 北海道胆振

東部地震 台風19号 熊本豪雨 能登半島
地震・豪雨

令和7年
豪雨

1995年
１月

2004年
10月

2011年
3月

2014年
7～8月

2015年
9月

2016年
4月

2016年
8月～9月

2018年
7月

2018年
8月～9月

2018年
9月

2019年
9月

2020年
7月

2024年
1月・9月

2025年
8月

兵庫県ほか 新潟県ほか 岩手県・宮城
県・福島県ほか 広島県ほか 茨城県ほか 熊本県ほか 北海道・

岩手県ほか
岡山県・広島
県・愛媛県ほか 大阪府ほか 北海道ほか 長野県ほか 熊本県ほか 石川県ほか 鹿児島県・

熊本県ほか

(1)義援金

①JFAとしての義援金の拠
出 ● ●

500万円

●
2億6342万円

●
200万円

●
200万円

●
500万円

●
1000万円

●
200万円

●
300万円

●
500万円

②義援金口座の開設によ
る義援金募金の実施

●
2717万円

●

③チャリティーマッチ等の開
催を通じた義援金への拠
出

●
9042万円

④試合会場等での義援金
募金の実施 ● ●

(2)サッカーファ
ミリー復興支
援金

①JFAとしてのサッカーファミ
リー復興支援金への拠出

●
約9億円

● ●

②チャリティーマッチ等の開
催を通じたサッカーファミリー
復興支援金への拠出

● ● ●

③試合会場等でのサッカー
ファミリー復興支援金募金
の実施

● ● ● ● ● ● ●

④FIFA他、関係機関への
支援依頼の実施 ● ● ※

(3)個別支援
※支援金充当

①生活支援物資等の提
供 ● ● ●

②サッカー用品の提供 ● ● ●
③サッカー関連備品（ゴー
ル等）の提供 ● ● ● ● ● ※

④サッカー施設の改修支
援の実施 ● ● ● ● ● ※ ※ ※

⑤各種登録料の免除 ● ●
⑥登録チーム等への活動
支援 ● ● ● ●

⑦サッカー教室等の実施 ● ● ● ● ●
⑧都道府県サッカー協会
の事務所改修支援の実施 ●

⑨都道府県サッカー協会
の活動支援（マンパワー
等）

● ●

⑩その他、必要な支援 ● ● ● ●

参考：過去の災害支援活動

※は検討中の支援実施内容



被害状況詳細
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被害状況詳細

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

熊本甲佐総合運動公園
（緑川リバーサイドパーク）上天草市松島総合運動公園

陸上競技場

国土地理院

宇城市観音山総合運動公園

都道府県 市町村 人的被害 物的被害 サッカー関連被害
熊本県 熊本市 死者1人 

安否不明1人
140棟
※ただし1,500件以上の
罹災証明書交付申請あり

宇城市 88棟 観音山総合運動公園
道路陥没、天然芝一部土砂流入、
利用停止
※熊本宇城フットボールセンター
（JFAアカデミー拠点）は利用可能

甲佐町 死者2人 101棟 熊本甲佐運動公園
緑川リバーサイドパーク
天然芝1面、人工芝1面土砂流入の
ため利用停止

美里町 109棟
玉名市 465棟
玉東町 106棟
八代市 死者1人

（避難者45人）
2,522棟

氷川町 322棟
上天草市 619棟

※ただし1,400件以上の
罹災証明書交付申請あり

上天草市松島総合センター アロマ
アリーナ、サッカー場が冠水し、サッカー
ゴール使用不可

天草市 982棟
このほか、学校施設の被害多数
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被害状況詳細：甲佐町

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

熊本甲佐総合運動公園
2025年8月11日11:00ごろ
グラウンド2面が水没
左側：2018年にJFAが整備し町に寄贈した天然芝ピッチ1面
右側：2023年に町が整備した人工芝ピッチ1面
2023年に浸水被害があり、2024年に堤防を嵩上げ後復旧したばかり

熊本甲佐総合運動公園
2025年8月13日14:00ごろ
水が引いたあとも広範囲に土砂が堆積
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被害状況詳細：甲佐町

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

熊本甲佐総合運動公園
2025年8月21日18:00ごろ

熊本甲佐総合運動公園
2025年8月21日18:00ごろ
人工芝ピッチは全般的に土砂が堆積
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被害状況詳細：宇城市

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

宇城市観音山総合運動公園
2025年8月16日14:00ごろ
施設入口の道路が陥没

宇城市観音山総合運動公園
2025年8月16日14:00ごろ
自動芝刈り機の設置場所を含む天然芝に土砂が覆い使用不可
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被害状況詳細：八代市

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

八代市立龍峯小学校
2025年8月16日15:00ごろ
夜間照明のあるグラウンドを山からの土砂が覆っている
地元の少年サッカーチームが使用
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被害状況詳細：上天草市

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

上天草市総合運動公園
2025年8月16日17:00ごろ
人工芝グラウンドのサッカーゴール5セット全てが水没し流木等の漂流物で使用不可
施設内は災害廃棄物置き場となり満杯の状態



12

支援活動詳細：キッズひろば（8月22日・23日）

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

「令和7年8月6日からの低気圧と前線による大雨」の影響で、熊本県内の広範
囲にサッカーグラウンドが使用できない状況が続いており、子どもたちの遊びやス
ポーツの場が不足している。そのため、熊本県フットボールセンターCOSMOSに子
どもたちが安心して遊び交流できる居場所を確保することを目的に、だれでも参
加できる無料の「キッズひろば」を開設した。

日時
2025年8月22日（金）・23日（土）10:00～15:00

会場
熊本県フットボールセンター COSMOS 芝生広場
（熊本県上益城郡嘉島町下六嘉１５３３−２）
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支援活動詳細：キッズひろば（8月22日・23日）

8月6日からの大雨により、多数の人的被害が生じ、サッカーファミリーに甚大な被害をもたらし、特に支援が必要と判断される状況。

ゲスト
元サッカー日本代表 久保竜彦さん
元プロサッカー選手 菊池康平さん（日本財団HEROsからの派遣）
元プロ野球選手 小西美加さん（日本財団HEROsからの派遣）

スタッフ
JFA職員2名、熊本県フットボールセンタースタッフ、
熊本工業高校サッカー部マネージャー2名ほか

参加者
1日目 15名
事前申込4名
2日目 20名
事前申込8名

フットボールセンターを利用したことのある近隣の子どもを中心に参加があり、
活動場所が失われたり、災害後の片付けのため子どもの居場所探しに困っていた
家庭などからありがたいとのお話をいただいた。
ピッチは今後も当面はフットボールセンターで活用しながら、ニーズが日々変化する被災地の状況に
合わせて、必要な場所へ移動させることも視野に引き続き支援策を検討していく。



Thank you.
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